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コンセプト

お茶の大学
お茶のすべてが学べる。

（育て方～飲み方まで）



なぜ大学？

１．大学は、コンテンツを継続的に提供できる枠組
である。

・お茶や和束について継続的に学べる枠組み＝大学

２．大学には学部学科・部活動・研究施設などがあ
る。

・大学という枠組なら、文化・学術・経済の全てを網羅できる
・今ある町内での様々な活動を集約できる枠組みである。



大学の概要

• 茶畑がキャンパス

• 入試なし

• 全員入学金免除

• 留年なし（卒業しないのがいい生徒）

• 共学（お茶の水大学は、女子大）



授業内容（活動内容）

• 最初は月１回から開始。
• 順次増やしてゆく。

• 1日完結
例）１限目（９０分）概要 お茶とは？

２限目（９０分）体験 茶畑に行こう
３限目（９０分）実地 お茶の淹れ方

• 1日当り ３０人～５０人

• 実費は学生負担



大学の構成

研究所

学部・学科

部活動・サークル

茶道部
競技茶道部（闘茶）
美術部（茶器作り）

企業との共同事業・研究

附属小学校・高校

農学部
経済学部
理学部
史学部

フリースクール
学童

学長 教授陣

顧問

茶農家
町内の活動家

茶農家
町内の活動家



課外活動

• 部活動（サークル活動）

• 研究・実験

• 学会(研究成果の発表会）



予定（案）

• ９月～ 第一期生の募集
• １０月１５日（土） お茶大・和束校開校式
• １１月 ６日（日） 学園祭？
• １１月１９日（土） 第２講
• １２月１７日（土） 第３講
• １月２１日（土） 第４講
• ２月１８日（土） 第５講
• ３月１７日（土） 第６講

・
・
・



イベント内容（案）

• ティスティング
– 茶会
– 自分のおすすめのお茶を紹介しあう。
– カンタンなお茶のインストラクション講

座
– 素人お茶品評会
– お菓子や料理とのあわせ方
– 生産者自らのお茶の入れ方
– お茶の入れ方
– お茶の科学実験
– ティスティング
– お茶の料理
– 世界のお茶の紹介
– お茶の歴史
– お茶の科学
– お茶の飲む以外の使い方

• お茶にまつわる体験
– 茶染め体験
– お茶の石鹸作り

• 茶畑にて
– 茶畑訪問
– 茶畑での体験
– 製茶体験
– ツアー（お茶料理つき）
– お茶の育て方

• 自宅にて
– 自宅でお茶を育てよう



今後の展開（案）

・全国の茶産地でお茶大学を創立。

（例）お茶大 ・ 鹿児島知覧校
京都宇治校
静岡藤枝校
福岡八女校
埼玉狭山校

・世界の茶産地にもお茶大学を創立。

（例）お茶大 ・ 中国武夷校
台湾阿里山校
インドアッサム校
スリランカヌアラ校



今後の展開(案)

• 交換留学

• 大学対抗戦

• 大学間の共同研究



要するに・・・お茶大とは？

・これまで町内で行ってきた活動を集約するパラダイム（考え方）

・大学では、様々な活動が可能。（授業、実験（体験）、部活動、研究、学会）

・広報や集客の一元化が可能。
・リピーターが作りやすい。（学生は、基本的にリピートする。）

・お茶大・京都和束校とすることで、他地域との連携が作りやすい。

・和束で枠組みが出来れば、他地域でも応用可能。
・たとえ活動内容が同じでも（例：茶摘み）全く問題なし。
・交換留学、共同研究が可能。
・ダブルスクールも可能。



お茶大を
創立しよう！
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